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des	matelots.	J’étouffe	de	travail. » （à	son	mari, 25	décembre	1840）.
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ナポレオンの帰還――1840年代の詩をめぐって	
４．終わりに
　以上のように、「柳」と「ノートル＝ダム＝デ＝フロ」の読解をつうじてわかる
のは、次の点である。まず、ナポレオン自身がおこなったのと同様に、デボルド＝
ヴァルモールもナポレオンを聖母マリアと強く結びつけている、ということであ
る。聖母マリアは、「柳」においては、詩の語り手である「私」がナポレオンに哀
悼の意を込めてレクイエムを捧げる際に、模範となり、力を与えるひとりのおとめ
として姿を見せる。また、「ノートル＝ダム＝デ＝フロ」においては、聖母マリア
の名を冠した礼拝堂を、ナポレオンの遺骸を運ぶ船の行く手を照らす灯台に見立て
ることで、陸地まで導く海の星の聖母マリア、ステラ・マリスとして現れている。
このように、ナポレオンの帰還という政治的な出来事を主題にした詩篇は、マリア
への崇敬が詩の支柱となっているという点で、第二節で言及したリヨン暴動を描い
た詩群の延長線上に位置づけられるのである。また、「柳」において、ナポレオン
の死を嘆く私が、ピエタを想起させる息子を亡くした母として描かれる点は、デボ
ルド＝ヴァルモールがベルギー独立運動を題材とした「ベルギーの十字架の下で」
とも共通している26。これらのことから、「柳」は、それ以前に書かれたデボルド＝
ヴァルモールの政治詩の特徴が凝縮されている詩篇であるとも言えるだろう。
　その一方で、ナポレオンを描く際にたとえとして用いられた「キリスト」の表象
は、「柳」および「ノートル＝ダム＝デ＝フロ」以前の政治詩には見られないもの
である。もとよりデボルド＝ヴァルモール作品のなかで、「キリスト」という語そ
のものが用いられている詩篇はさほど多くないため、それ自体は大きな意味を持た
ない可能性もある。だが、この語が、彼女が後半生に刊行した『哀れな花』、『花束
と祈り』に多く見られること、さらに言えば、それらの詩篇に描かれているのが、
「柳」や「ノートル＝ダム＝デ＝フロ」と同様に、十字架の上の死を喚起するキリ
ストであることは一考に値するだろう。なかでも本論と最も結びつきが強いと思わ
れるのが、1848年の二月革命を主題とした詩篇「監獄と祈り」である。この詩篇に
ついては、稿を改めて論じることとする。
26	「ベルギーの十字架の下で」については以下の論考で分析した。cf. 岡部杏子、「デボルド＝
ヴァルモールにおける隣人愛」、『研究年報』第59号、学習院大学、2012年、pp. 26-32。
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